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飯塚理事は、農協で信用・共済業務
の課⾧として活躍されていました。
令和３年に土地改良区の員外理事と

して就任された時は、JAしまね女性部
副部⾧ほか４つの役職を担われており、
５つ目の役職として出雲市斐川土地改
良区理事に就任されました。

A． 理事会に出席し、議事について議論することはもちろん、総
務委員会に所属して、総務全般業務や財務管理等を担当してい
ます。

A． 元々人と話をするのが好きで、自分から動いて人のために何
かしたいという気持ちが原動力になっています。また、役員を
兼任することにも抵抗はありませんでした。
理事として、「ひかわ水土里女性の会」（事務局：出雲市斐

川土地改良区）の活動にも、花づくりを通じて楽しく参加して
います。女性の会で「出雲市斐川土地改良区」もPRできればい
いと思います。

理事のお一人から推薦があり、飯塚理事へ打診
したところ承諾をいただきました。飯塚理事は、
元農協の課⾧で地域の方々から信頼を得ているの
で、いろいろな役職の声が掛かります。ＪＡしま
ね女性部 副部⾧のほか、地区の役員を歴任し活躍
されてきました。（杉谷事務局⾧）

飯塚理事は、地域のことをよく理解されており、信頼も厚く、理事として就任され
た際、地域の方々からは「納得！」の声が挙がりました。（久保総務担当リーダー）

～ひかわ水土里女性の会～
「花のまちひかわ」をキャッチフレーズに、女性の視

点を活かして地元を「花」で盛り上げようと令和３年12
月に斐川町内の女性で構成された「ひかわ水土里女性の
会」が設立されました。設立当初は60名であった会員も
現在、約100名となり、花の植栽などを通じて、交流を深
めながら楽しく活動に取り組まれています。

土地改良区の地域に根差した活動を通じて、皆さんに楽しん
でもらい、いろいろな方と知り合いになることができました。
土地改良区にもう１人女性がいれば、いろいろ相談ができる

のでいいと思います。私が女性理事の口火を切ったので、２人
目、３人目の理事が登用されたらいいと思います。（飯塚理事）

今後、当土地改良区でも２人目、３人目の理事を検討しています。飯塚理事から、紹
介された方であれば、新しい女性理事も話がしやすく土地改良区に入りやすいのではな
いかと思います。（杉谷事務局⾧）
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所在地：島根県出雲市斐川町 （R5.3.31）
面 積：2,464ha 組合員：3,220人
総 代：66人（うち女性０名）
理 事：18人（うち女性１名）
監 事： 4人（うち女性０名）
職 員： ７人（うち女性２名）
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